
行 政 情 報
administration

消
費
生
活
相
談
Q

A
&

くらしの110番

訪
問
購
入
の
ト
ラ
ブ
ル
に
注
意

曖
昧
な
態
度
は
禁
物
！

売
ら
な
い
と
き
は
キ
ッ
パ
リ
断
ろ
う

み
さ
と
文
芸

み
さ
と
文
芸

俳
句
と
短
歌
を
募
集
中
！

毎
月
５
日
ま
で
に
総
務
課
へ
お
届
け
く
だ
さ
い

【
事
例
】

　
高
齢
の
母
が
不
用
品
を
買
い
取
る
と
い
う

業
者
か
ら
「
近
所
を
回
っ
て
い
る
」
と
の
電

話
を
受
け
、
靴
数
足
を
売
る
こ
と
に
し
た
。

そ
の
後
、
自
宅
近
く
ま
で
来
た
と
再
度
、
業

者
か
ら
母
に
電
話
が
あ
り
、
貴
金
属
の
話
を

し
て
い
た
。
切
電
後
、
母
に
貴
金
属
を
売
る

の
か
聞
く
と
「
売
ら
な
い
」
と
は
言
っ
て
い

た
も
の
の
、
や
っ
て
来
た
買
取
業
者
に
指
輪

と
ネ
ッ
ク
レ
ス
を
見
せ
、
結
局
買
い
取
ら
れ

て
し
ま
っ
た
様
子
を
見
て
い
た
私
は
不
審
に

思
い
、
「
買
い
取
り
は
不
用
品
だ
け
の
は
ず

だ
」
と
言
う
と
、
「
貴
金
属
の
こ
と
は
事
前

に
話
し
た
」
と
拒
ま
れ
た
。

■
困
っ
た
と
き
の
相
談
窓
口
は
…

　
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
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８
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や
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８
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寝
入
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え
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さ
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役
場
『
消
費
者
相
談
窓
口
』

　
　
☎
76
‐
５
１
３
３
（
農
林
商
工
課
内
）

　

「
不
用
品
を
買
い
取
る
と
い
う
の
で
家
に
来
て

も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、
強
引
に
貴
金
属
等
を
買
い
取

ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
」
な
ど
、
自
宅
で
物
品
を
買

い
取
っ
て
も
ら
う
際
の
「
訪
問
購
入
」
に
関
す
る

相
談
が
、
特
に
高
齢
者
を
中
心
に
多
く
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

買
取
業
者
は
、
飛
び
込
み
勧
誘
や
何
を
買
い
取

る
の
か
明
確
で
な
い
勧
誘
を
す
る
こ
と
は
特
定
商

取
引
法
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
訪
問

す
る
前
に
買
い
取
り
た
い
物
に
つ
い
て
の
勧
誘
を

消
費
者
が
了
承
し
て
い
れ
ば
法
律
違
反
に
は
な
り

ま
せ
ん
。
消
費
者
が
曖
昧
な
返
事
を
す
る
と
、
後

か
ら
ト
ラ
ブ
ル
に
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
消
費
者
に
売
る
つ
も
り
が
な
く
て
も
、

悪
質
な
買
取
業
者
は
「
鑑
定
し
て
あ
げ
る
」
な
ど

の
口
実
を
用
い
た
り
し
て
貴
金
属
を
出
さ
せ
、
一

度
で
も
物
品
を
見
せ
て
し
ま
う
と
強
引
に
買
い
取

る
ケ
ー
ス
も
散
見
さ
れ
ま
す
。

【
消
費
者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
】

・  

買
取
業
者
か
ら
電
話
が
か
か
っ
て
き
て
も
、
安

易
に
訪
問
を
承
諾
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・  

売
却
す
る
意
思
が
な
い
場
合
は
、
キ
ッ
パ
リ
断

り
ま
し
ょ
う
。

・  

売
却
す
る
意
思
の
な
い
物
品
（
貴
金
属
）
は
見

せ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

＊
売
却
す
る
場
合

■
訪
問
購
入
で
は
事
業
者
の
連
絡
先
や
購
入
物
品

の
種
類
、
購
入
価
格
等
を
記
載
し
た
法
定
書
面

の
交
付
義
務
が
あ
り
ま
す
。
必
ず
書
面
を
受
け

取
り
、
記
載
内
容
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

■
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
期
間(

法
定
書
面
受
領
か
ら

8
日
以
内)

は
引
き
渡
し
を
拒
否
で
き
ま
す
。

俳
句
・
短
歌
の
投
稿
に
は
、
住
所
・
氏
名
・
連
絡
先
・
ふ
り
が
な
等
を
必
ず
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

短
歌

俳
句

美里町指名競争入札結果
（令和８年５月22日開札）

町道１級２号線外　道路除草業務委託
場 所：美里町大字北十条地内外
予 定 価 格：5,446,000円(消費税除く)
契 約 額：5,808,000円(消費税含む)

業　者　名 入札価格
（消費税除く）

㈱清水組 5,280,000円
㈱ｓｕｎａｋｅｎｎ 5,350,000円
㈲島崎建材工業 5,370,000円
㈲柴崎建設工業 5,500,000円
㈲久米組 5,550,000円
長谷川建設㈱ 5,633,000円

町道１級２号線　歩道整備(物件調査)業務委託
場 所：美里町大字北十条地内
予 定 価 格：5,212,000円(消費税除く)
契 約 額：5,346,000円(消費税含む)

業　者　名 入札価格
（消費税除く）

㈱間正測量設計事務所 4,860,000円
㈲石井測量 4,940,000円
㈱協同測地開発 4,950,000円
井田起業㈱ 4,950,000円
本庄測量設計㈱ 5,060,000円

●募集職種等
募集職種 受験資格 募集人員

技術職
（機械または電気）

・平成８年４月２日から平成21年４月１日までに生まれたかた
・ 大学・短期大学・高等専門学校・高等学校等において、「機械｣ または ｢電気｣

関係の学部、学科を卒業したかた（令和９年３月31日までに卒業見込み
のかた）もしくは「第三種電気主任技術者免状取得者」

若干名

消防職 ・平成８年４月２日から平成21年４月１日までに生まれたかた 若干名
※ 「電気関係の学部、学科」とは、大学・短期大学・高等専門学校・高等学校またはこれと同等以上の教育施設(経済産
業大臣の認定を受けたもの）において、電気工学に関する学科のうち、電気事業法の規定に基づく主任技術者の資格な
どに関する省令第７条第１項各号の科目を履修

※日本国籍を有しないかたおよび地方公務員法第16条に規定する欠格条項に該当するかたは受験できません。
●試験方法
【１次試験：10月18日㈰】�教養試験・作文試験
【２次試験：11月上旬(予定)】�面接試験・適性試験・体力試験（消防職のみ）
【３次試験：11月下旬(予定)】�面接試験
●受験案内・申込書
　�　９月11日㈮まで児玉郡市広域市町村圏組合事務局総務課で配布、組合ホームページからもダウンロードできます。
　※�郵送請求の場合、封筒の表に「職員採用試験申込書請求」と朱書きし、返信用封筒(角２の封筒に住所・
氏名を記入し、180円切手を貼付)を同封してください。

令和８年度　児玉郡市広域市町村圏組合職員採用試験

美里町一般競争入札結果
（令和８年５月22日開札）

※ 各表の一番上の業者が落札者です。
　 入札結果の詳細については、
　町ホームページをご覧ください。

令和８年度水道メーター購入
場 所：美里町大字広木973番地１
予 定 価 格：2,443,000円(消費税除く)
契 約 額：1,909,721円(消費税含む)

業　者　名 入札価格
（消費税除く）

愛知時計電機㈱　大宮営業所 1,736,110円
東洋計器㈱　北関東支店 1,846,460円
アズビル金門㈱　さいたま営業所 1,895,100円

●受付期間
　７月21日㈫～９月11日㈮（土日祝は除く）　
　午前８時30分～午後５時15分
　持参、または郵送（郵送の場合、９月11日㈮必着）

●問合せ先
　〒367-0024　本庄市東五十子151-1
　児玉郡市広域市町村圏組合事務局総務課　
　☎27-2241
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